
 一般社団法人日本音響家協会西日本支部 

 

第 7 回通常運営委員会（Web 会議）議事録 

 

1.開催日時：2020 年 10 月 13 日（火）19:30～21:20 

2.開催場所：兵庫県西宮市高松町 兵庫県立芸術文化センター 

3.運営委員総数：19名 

4.本日の出席者数：14名 

5. 出席者名：金子彰宏 

6. Web出席者名：浅原勇治、江村直樹、長 将司、加藤 りな、神坂 亮、川手克文、平山亮、深尾康史、前川幸豊、 

三谷潤一、森正人 

7. 議決権委任者名：植田公造、小林純一 

8. 議長名：金子彰宏 

============================================================================================================= 

第1号議案 審議事項「関西放送機器展 支部協力」について 

議長は以下のように本議案の報告と今後の提案をした。   

   ・新型コロナの影響で延期になっていた「関西放送機器展」の開催が 2020 年 12 月 1 日～2 日に 

開催することが決定した。ついては以前より協力依頼があった主催担当者より再度イベント企画 

、講演等の依頼があった。（進捗状況） 

   ・日程が変更されたので再度、後援依頼書を本部へ提出し承認が完了した。 

（案） 

1.協会誌「sound A&T」の展示など。（この場合入り口付近がよいのではないか。） 

2.音響相談会。 

3.ユニバーサルサウンド座談会第 2 弾の企画として、アンケート配布し意見をいただく。 

・上記案から選択する。 

・参加支部運営委員は深尾、川手、他スケジュールが空いている運営委員。 

 

第2号議案 審議事項「音響家技能認定講座 ビギナーズコース」開催について 

 議長は以下のように本議案の報告と今後の提案をした。 

・新型コロナウイルスの影響により中止になっているビギナーズコースの開催について 

   ・今年度中の開催に向けて調整する。 

2021年2月26日（金）兵庫県立芸術文化センター（仮押さえ中） 

但し、幕張メッセ 第8回ライブ・エンターテインメントEXPOが2月24日～26日に開催されるので、 

今後別会場も視野に入れた日程調整が必要。 

   ・新型コロナウイルス感染予防に対応した実施方法を今後検討する。（本部と調整） 

   （案）・募集人数を半数（15名位）にする 

      ・マスク着用を原則とし、フェイスシールド着用等も認める（協会でも用意） 

      ・アルコール消毒（機材、手指含む）の徹底、コットン、手袋（未定）等の配置 

      ・講師、スタッフの人数を極力少なくする 



      ・当日朝の検温の徹底  

      ・入館時の検温の実施（サーモグラフィー等会館より借用も） 

      ・マイク実技、ミキサー実技、毛氈かけ、山台組み等も実施の方向で進める 

・会場内換気についても留意する 

・申し込み時の注意事項、要望事項を作成する。 

      ・その他 

 

 

第3号議案 審議事項「支部運営費の活用方法について」 

 議長は以下のように本議案の報告と今後の提案をした。   

 ・支部の後期運営費を 10 月 1 日に振込まれるが、現状ではコロナの影響で支部の予算がほとんど残っ 

ていると思われる。余裕のある支部は無駄遣いではなく、この際支部専用のバソコンやアプリの購入、

Web 会議のためのソフト契約等を検討し、3 月までに実施するように。 

支部専用のパソコンを持つことは、担当が替わったときの引き継ぎが簡単でまた個人情報の漏洩防止に 

も役立つ。（以上本部より） 

 西日本支部の対応 

   ・引き続き検討する。 

   ・会員優先で考える。 

   ・年度内でオンラインセミナーの企画を進める。 

 

●その他 

議長は各担当者からの以下の報告と連絡の後、審議を行い承認した。 

   ①事務局より報告 

    西日本支部の退会者1名、新入会者1名 

  

   ⓶加藤ホール百選担当から連絡 

ホール百選の前期推薦受付中 

    基準は協会HPに掲載されているが、今回は新型コロナ対策やいろいろな企画でがんばっているホール

を推薦してはどうか。 締め切りは10月末。 

 

   ③本部より連絡 

    オンラインセミナー（会員対象）等について 

コンサートなど有料の芸術作品の配信でなく、パワポの映像と切り替える程度のセミナーであれば、

簡単に配信できる。 

本部の器材を是非、活用するように。 

Webex 等で 100 人までのセミナーを開催することが可能。 

オンラインセミナーは、会員対象がよろしいかと思う。一般開放はネット上で非難等が拡散される 

ので注意すること。参加者を把握できる状態で開催すること。 



コロナ終息後は、以前に戻そうとしないで、心機一転、時代に即した運営、イベント開催することを

オススメする。 

すでに多くの方の意識が変化している。 

     何のため、誰のためを念頭に、支部運営に尽力するよう。まずは会員のために。 

  （支部の対応） 

   ・今後、企画し開催に向けて進める。 

 

   ④出版委員会 高崎統括から機関誌に関する支部への要望 

1、特集記事がメーカーの商品説明のように見受ける内容が多くなっている。ご注意ください。 

2、シーズブラザは支部からの報告欄である。どなたが掲載記事を書くのかは支部の判断でよいので、 

 記事の投稿をお願いする。 

  （支部の対応） 

   ・平山 亮 事務局長と江村 直樹 編集担当委員で人選し執筆依頼をする。 

 

◎次回運営委員会予定日：６日（火）19:30より Web会議方法での開催かは今後調整する。 

 

本日のWeb会議システムを用いた運営委員会は終始異常なく議題の審議を終了した。 

以上をもって議案の全部を終了したので、議長は21時20分閉会を宣言した。 

 

2020 年 10 月 16 日(金) 

                                    一般社団法人日本音響家協会 西日本支部運営委員会 

支  部  長：金子彰宏 

議事録作成者：前川幸豊 

 


